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北大文学研究科紀要 118 (2006) 

朝鮮語における---71λ，1-3J-ヰヰ(---しはじめる)
の出現について

門脇誠一

O. はじめに

本論は、現代輯鮮語で使用される~ア]入1 斗許ヰ(~しはじめる)という

形式がどのような経緯を経て出現するようになったかについて考察するもの

である O

この形式は前項動詞の語幹に名詞形成接辞ァ1を付け、その後に後項動詞入1

ろf詩吟「始める」を後続させたものであり、 てみれば I~することを始

める」という補丈構造をとっていると考えられるものである。この構造がど

のような過程を経て使用されるようになったかを考察するのが本論の目的で

あるO

そのことを明らかにするためにはいろいろな角度から検討しなければなら

ないが、次のような順序で考察したいと思う O

①日本語の「始める」に対応する朝鮮語の動詞が 15i:!t紀の中期朝鮮語の段

階からどのように変遷してきたかという問題。

②動詞に後接する名調形成接辞ア1はいつごろから使用されるようになったの

かという開題。

③臼本語の I~ し始める」という形式は I~ しにくい、~しやすいj などの

形式と、前項動詞が「連用形」を取っているという点で共通点を有してい

るのに対して、朝鮮語のほうはいずれも前項動詞が名詞形成接辞オを取っ

ていわゆる補文構造をなしているという点で共通点を有しているのである

が、それとどのように関連づけられるかという問題。
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1.ではまず、日本語の「始める」という動認に対応する朝鮮語の形式はど

のような変遷を経てきたのであろうか。

現代朝鮮語において、「始めるjに相当する動詞としてー殻的に{吏用され

るものは入!斗(始作)という漢語に「する」を表す動詞詩斗を後接させたも

のであるO そのほかにも主に名詞で使用される斗合「初め;最初」、また「そ

のときになって初めて、やっとjという副詞で使用される叶豆土、それに「始

まる J という意味として文章語として使用されないこともないが、普通 í~

を初めとする、~を初めとしてjといった限られた捜い方しかしない叶芙

詳ヰがある ;n

1. 1 人l斗ヰ斗について

それでは古く溜るとどのような状況になっていたのかを概略述べてみよ

う。勿論入]3J-詩ヰあるいは叶芙斗の変遷について記述するためにはその開の

時代別の資料を綿密に調査しなければならないが、今回はそのような時間的

な余裕がないので不十分ではあるが、主に『月印釈譜Jr拐厳経諺解jなど
の15世紀のいくつかの文献、『捷解新語J(17没紀H重刊捷解新語J(18世紀)

註 1 U]笑古ト叫に関して、小学館の f朝鮮語解典jと f延世盟諸音大百字典jの説明を引用してみよう。

f車騎手語辞典j
日i芙を r-を初めとするj苛王子寺斗妥ロ|美雪 4豆社毛「国務総理をfJJめとする閣僚全員j、
H] 芙古Hぺ r~を初めとしてjλトす全日l美辞oj lIJλ!司持ス]r社長を初めとして司王社員まで」
f延t控悶誇大辞典j
l.(ある事実がいつからか)し始まる

等号千七 ~14oj]λ? 泊l 美校三14干斗 Z己o]c十ー足立流は新緩から始まる図有の技芸である

λ官今井主ラi"，c]'il主主吋l叫守護ス1守十]守合Jl三子科オ!号子旦j吋iλ.iu] 美古トミラ3:! o]~c十

世俗化はもともと進歩に対する徹底した信仰を回守した啓蒙主義に由来するものであった

2. (叶笑せ.ll]美叫吋.ll]笑司λ?の形で胤いられ)、複数のものの中から特定のものを含む

空ftJ.]i'-j含ロl美辞oj7トミヰ吾5'_平井ユ平司 0] 誉主号会 fまさ斗宅C}).~-"'-豆号外号う号、斗

祖母を初めとして家族みんながそのその育大将を死んだ叔父さんの魁りと受取った

す什斗を汗号lJ]芙をス!笹噂登0]詩斗を 71"午叶|♀豆7]λ]4毅ヰ

クワンセとキヨンギュを初めとする支援兵たちがひとり、ふたりと汽車に乗り扮めた

現代語ではほとんど2 の用法でしか使われないものである O

参考までに、副詞のll]豆土についても触れておくと、(あることが起こってから)その

ときになって初めて、やっと人ト営誉会'1l金司斗且oいト ll]-"-去二 7]-;昔斗ユエロト合会せ井!

惑じト

人は家を離れてみて初めて家庭のありがたさがわかる

この点で、順序や待問的に最初を表すえH-~主主主「初めてj とは異なることがわかる。
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f交隣須知.1(18世紀HI発語大方.1(18世紀)を使用して説明することにしたい。

なお f李朝語辞典.1r古語辞典』をも利用することにする O

A 中期朝鮮語(15世紀中葉)

実は、この時期には入13J-詩斗という動詞が使用された例はそれほど多くは

ない。現代語では特殊な使い方でしか現れない前述のl::l1美詩ヰの前身である

日1芙斗が実は中期朝鮮語では広く慣用されていたのである O まず人13J-許斗か

ら見てみることにしよう。

①『月印釈譜jに次の例が見える。(以下の例は f李朝語辞典.1r古語辞典J
に載っていないものである。)

夫と Efft 始作~~ ~斗11 ~主と字!斗夫は言葉を始める口訣に用いる文字で

ある 月印序1

官官入l ろl-~宇 E オス1 .<L を始める口訣である 月印序回

域外 λト己j 雲始fF~斗斗城を築いて生活を始めるのだ 月五D1.44 

ユス~1 ムト oトァ!斗司霊始作方 y 斗そのときになって子供を生むこと(出産)

を始めるのである 月印1.44

これらの慨は明らかに「始めるJという意味で使用されているものである。

最後にあげた例文は動諦掌斗「産むJの語幹に名詞形成接辞‘o]' が付いて

名詞を形成したものである。丘1:2

②『李朝語辞典.1r占語辞典Jには上の例文はあがっておらず、少し特殊な
以下の剖だけがあげられている O

号斗]主 t宇企三ロ!入1 3J- ~òl=王寺 ò1 叫す昔ア↑芸 発背始作毒盛煩悶(背中の

吹き出ものができ主義がひどく苦しむと)救簡3.38

設2 この形i土動認接続形7]が出現するまえから生産的に使用されていたものだが、勝木(1986)

は、名認接続彩。!と動認接続形。1が中央で使われていた時に、名詞媛絞形として新たに方言
から7]を借用し、それへの綴殺で動認接続形においても7]が生じたのではないかと見ている。
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唱~入1 斗~o]: 笠宮ぢ三l 叶斗開場説法裏(法滞の場を開いて説法を説い

た)朴通事上75"上3

15 世紀中葉前後の文献を広く調査してからでないと断定的なことは言え

ないが、当時の口語をある桂度反映していると言われる『釈譜詳節jの索

引を見ても入1奇詩斗という語は出てこないし、日|妾ヰについても 1例しか

ないこと、また、 f李朝語辞典jr古語辞典jにあがっている入1斗許ヰの例
が日1芙ヰに比べて極端に少ないことから見ても、全体としてそれほど広く

使用されていなかったと想像される O

B. 17世紀.18世紀

①『捷解新語jr重和捷解新語j，14 
後者は原本とくらべてかなり手を加えられており、両者で対応する部分

がないものも少なくない。

a. r捷解新諾jと f重刊捷解新語Jに対応する例があるもの
さらはあさてさうてんよりしはしまるせうほとに ユ叶唱 旦司

天主主叶入1斗茎付入1斗 (3.29) 註5

しかれはみょうこにちさうてんよりはしめませうほとにユ叶喧明後

日早天平司入l斗茎オペy (4.1) 

せんれいにないことをしそめて 前開斗唱合唱告人1斗き斗 (4.20)

f重刊j(4.26) も同文

設3 r救急簡易方jは1489年に出たものだが、ここでは「発疹Jの意味で使用されており現夜の
ように「始まる、始めるJの意味ではなかったようだ。
またひ卜通事諺解上J，立正確な刊行年度はわからないがほぼ16世紀初燃と考えられている。

註4 r捷解新語』に関しては、京都大学文学部編の f三本対照捷解新語jのはしがきにある浜悶
数氏の説明に従えば、「原刊本l土、いうまでもなく、十六世紀末、壬反の{委吉Lの結果、日本

に抑留されていた康遇聖の手に成り、康照十五年(1676)PJ訳院から上梓されたものであり、
それから約一世紀後、特に、その間に変化の著しかった日本誇の部分を中心に改定を加えて、

乾際四十六年(1781)刊行された重干IJ改修本、およびその改修本の日本語の本文が原郎とし

て平仮名だけで表記されているものを、漢字仮名まじりの、行革体』こ改め捷解新語の理解に

便し、あわせて、日本話番きことば努得の資たらしめようとの意図でつくられた「文釈J。
この「三本jは、それを縦横に比較対照することによって、日本語および朝鮮諾の、史的研
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あすよりわれわれかはしめませうほとに '=1苦手同♀叶入13干雪金オ
入1Y (9.3) 

f重刊j(9. 3) も同文

b. r捷解新諾jにのみ見られる例
9.19 まことにみもにほんくちをけいこしはしめて

在公豆 L十五三日本官会 y7=j入]斗雪吋

9.21 そなたにほんくちならいしはしめか

スtLìl 日本音叶詩人1 斗~ロ1

b.の二例は現代朝鮮語式に蓄えば、明らかな間違いとして指摘されるべき

ものであるO なぜなら、前者は動詞斗ァ1斗「習得するjの連用形に入13J-許斗fは

じめるjを後続させる複合動調の構造をとっているものであり、後者も動語

別主主ヰ「習うJの連用形に入!斗許斗「はじめる」を後続させる複合動詞の構

造をとっているものだからである O しかし、これを単純に間違いと片付けて

しまうことはできない。この本の作成者は日本語の「連用形十はじめる」を

明らかに主要な『文型jのーっとして把握していたと考えられるのである。

② f交隣須知jr隣諸大方j，.t6 
a. r交際須知jの例
念時間 言語社斗l 入1 斗~ぜ吠将司会現アトご十日障の潤に始めたらばどうで、

ありませうか (1.15) 

究にとって重姿な資料となるべきことはいうまでもなく jと説明している。本論では、

前者の2冊を利用していることになる。

また、小倉進平の rt'普訂補注朝鮮言在学史jによれば、「婆するに本警は当時に於ける最も
完全な13;本E在学著書であったらしく、康界再ート七年戊午以後は訳科の試験も専ら之によって行わ
れ、前に述べた伊呂波 消息などの諸舎は会く其の跡を絶つに至ったのである。また、本書

の名が主主く我が国にも知られて底たことは、「象膏紀隠拾遺J(天保十二年)に「朝鮮国編集
スル所のi務誇ヲ学ブ苦手締」として「倭学審Jに「捷角革新語十本Jと「隣諸大方」とのこ情を
挙げて居るのでも知られる。jと述べている。

設5 この例は f原判活字本捷角革新語jに載っているものだが、『三三本対照jのほうにはこの部分
のページが欠けている。

123 
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人}斗司cヰ 01官会叶1公役をはじめてひまがありませぬ

醒 f字斗l斗入l入l斗き斗司会社! よひのさめてから重てはじめて飲

ませう (2.41)

賑 在喜告人l斗さ1坦舌吾奇想吾01λト斗斗Jとcl 毛]豊賑d櫨 (2.46)

すくひを始むれば飢たる百姓がいきでませう

械 斗オ|吾又を卒斗|官会人1斗討スト器械をそろへてから事をはじめう

(3.30) 

止 元議ヰァトヰ人l入l斗亨せ臭司玲止めてかさ子てはじめたらばでき

まいか (4.2)

方 叶 oト豆~入1 3J-司司君叶!ヰ もっぱら始めうといたしました(4.17) 

列 叶吋をスl~ス}号入}斗司会バ11 :井岩て饗応をはじめませう (4.38)

b. r隣語大方jの例
。ト王子司さl王子主主斗7}uj入l斗雪叶列iミラ霊翠官ィトゴ之どーしても見合せて始め

る外はしかたがござりませぬ (3.2)

手{せ入1斗君。ト主主唱す量管名許斗1呪イト玉と己l ♀{せ為先 入13J-始作

まず始めて見られましたらば成不成は天にござりませう (4.1)

斗入1 入1 斗司 cヰ旦斗亨入171 豆 01 三l 斗司 ~Pl1y 斗五とZ耳元突ヰァト斗入1 入l 斗司

ミラ噴き11子弔子ロ1千子差オ1社司司司入11i'1

更に始めてみよとおほせらるるにつきかやうに下りてきましたれども久し

くやめてゐて重子て始めた初年より出債をお引取なされうとされては (9.7)

人13J-さトヰに関しでざっと概観してきたが、 16世紀の文献については手元

の f言Ii蒙字会j(1527)を参照、すると、どうも「終jの漢字はあるのに「始・初J

註6 本論で使用した f交隣須知jiま明治 14年に活字本として刊行されたものであるが、本来は
j工戸時代より写本として伝えられてきたものであるO 原本が作成された正確な年代はわから

ないが、雨森芳洲 0668~ 1755)が関係しているとすると 18世紀に入ってからということ

になる。また f隣語大ガjは18l!t紀末ごろのものと考えられているものである。
そして、いずれも日本における戟鮮語の通訳者を養成するための学省審であったという点で

共通している。
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の漢字が不思議なことに見当たらないのである O そこで、日委語類解j を

参照してみると「始Jl:l1 豆会 O詩斗寸吋i又云許斗ロト王子「初jヌ1%0ヰ斗寸

と出ている O

ここにも、入1<Q-持斗は載っておらず、「始」については叶畏斗の連体形の形

があって， 0の後は副詞形「はじめて」と動詞「はじまる」、「初jについて

は名詞形があげられているだけである O この辞書は「朝鮮人の手になる日本

語の辞書」として広く利用されてきたものと言われるが、その辞書に日本語

の「始まる」という動詞に対応する朝鮮語の動詞として入l斗司斗ではなく

吋畏斗があげられているということは少なくとも叶妄斗のほうが一般的に使

用されていたことを示す証拠になるのではないかと思われる。

l.2 

次に、l:l1妾斗という動詞の現れ方を中心に克てみよう。 Tにあげる例は

いずれも『李朝語辞典jr補訂古語辞典jに載っているものであるがJ類合』
の例以外は実際に原本に当って確認しである。なお、入}斗詩斗について触れ

るところもある。

A. 15世紀

次第三全斗喜司支.Jl生日1美 1てy呪又次第遷流終而復始(次第に移り流

れ終わりまた移りViEれ始まるのでしょうか)梼厳4.5

元名目1豆会入l玉と元始也(元とは始まることである)圏覚序回

支ユヱヰ入!日1j三λ?入]主主 終市復始(終わり再び始まるのを)盟覚下3-2-5

日1三令官会広大芝劫三豆.2..寸無始広大劫来(初めのない広大な劫へとや

ってくるので)牧牛訣24

。l百モ-'.2.経文01芝光明。l東Lヰユ-'.2. l:l 1 訴人トロ'~ l:lli三三こλト故経文始於一光明

東照(かくして経文は，一つの光明が東の方向に輝くことから始まり)法華

1.4 

ヌf普l:l1芙t三ア1入1因。1.2..(最初に始まるのが閣である)釈譜 13.41

言主7 解題によれば、『倭誇類解.1I土17t世紀末18t世紀初j共舜明の総務として知られている倭語の
辞書事として他の類解と問機倭5在学習と訳官の科試用として編纂されたものである。
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0]吉モ豆世界斗王手斗じ十日]i主企寸故世界起始(かくして世界が起こりはじめ

るのだが)拐厳4.21

B. 16世紀

立主 {::oj l:l-j o]~ヨァ]os 1:l]芙2 夫孝始於事親(親孝行は両親に仕えることに

始まり)小諺解2.31

婚掘斗1:l]豆合会重升|モ壬]叫斗斗重婚姻之始也(婚掘の初まりを大事に考

えるところである)小諺解2.61

以下の例は『李朝語辞典jに載っている『類合jの例である。

叶三告す防類合下57 叶主主告人1始類合下638 

C. 17世紀 18世紀

f捷解新語jr重刊捷解新語jのいずれにも叶芙斗の形は出てこないよう
である。果してこれらの文献が口語体を反映しているものであるため現れな

い、つまり、叶芙ヰがすでに文詩的な色彩を持つようになっていたのかは今

のところ定かではないがともかくぺ斗許斗の例しか現れていないのである O

D. 20世紀

日本の朝鮮様民地時代を前後して編纂された辞書類と を併せるとか

なりの数にのぼるが、その中からいくつかとりあげてみよう O

① f日韓通話j(明治41年) (増訂6版、初版は明治26年)を見ると、人1斗

きトヰが使用された文があることがわかるO

p81 に霊干す斗1λ? 号芋吾，，]守.2-~斗1 入1 斗討斗 λ1 .2-卒斗1 エヰさ1..<と

学校にて稽古をいつも午前に始めまして午後に罷めます

②前鶴恭作 f韓語通j(明治42年)を見ると、動詞諾棄を載せた箇所 (p247)

にSijak ha 人1斗(始作-"?[始む とあり、また、 p163に工事を今

日始めさせませうか 勾ふ£:主人1斗を斗現7ト(始めよと申しませうか)

註8 W類合』は 1576年に出たもので、小倉進王子 f朝鮮語学史jによると、 IT手写文jと問機各漢
字の下に諺文で草月鮮誇の訓 者を ~It し、児童の学習に使したものである。j と書いである。
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という剖丈まで、載っている。

この f韓語通jはその「緒言Jを見ると、明治35年から作業を開始し

たとある。つまり、 f韓語通jに載っている剖文はほぼこのころの朝鮮語

を反映しているものと想橡されるのである O

ちなみに、この文献には叫妄ヰの動詞形は載っておらず、 tlj~:S二「始め

てJ(p332) という説諮形が載っているだけである O また、名詞形斗告「始

めJ(p56) と接頭辞の安 (p56)が載っている。

③金沢庄三郎『日語類解j(明治45年)下p31五円

始日1豆舎 はじめる さ十外司王子

初対舎 はじめ 斗双~ujj 

とあって、入13}ヰ斗が載っていないのである O これは明治45年に編纂

されたものであるから当然入1斗持ヰという動詞が使用されていたことは知

っていたはずで、ある O なぜ刈ろ干さトヰが載っていないのかに対して確実なこ

とはわからないが、 H委諾類解jの説明にそのまま従ったのかもしれない。
このことに関連して、この書の初めに「例言Jつまり凡例のようなもの

が載っているいるので紹介しよう。

「本書は国語を学ばんとする朝鮮人のために、約三千の国語を類別した

るものなり。jとし、さらに5つ自の項目に、「故に本書はまた朝鮮語を

ばんとする百本人のために有用なる語桑たるべし、恒し二字以上の漢字に

は朝鮮音のみを施したれば、関々口語と異なるものあるを免れず。jとし

ている O

つまり、まず日本語としても基本的な語柔をあげ、それに対する訳語で

註ヲ これは、 B¥l牽編jW日認類解jW韓誇初歩jの3巻が合本となって出ているのでそれを使用
するが、その中にある浜田敦氏の問題によれば、 f臼語類解』について、 rr児家編jに遅れ
ること四年、明治四十五年iこ三省宗主寄宿より出版されたものである。(中間告)かの H委詩類
解jの改訂版とも云うべきものにほかならず、その両者の間の関係は、あたかも、 f捷解新誇J
の夜干吉本と改修本、あるいは『隣諸大方jr交際須知jの、それぞれの諸本間に存するもの
と問様であると云うべく一 一」と番かれである。実際『倭誇類解Jと『日語類解jと比べ
て見ると、日次にある項目はほとんど同じであり、具体的な詩嚢に関しでも伺ーのものが多

いことカサコカミる。
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ある朝鮮語も基本的な諾棄を載せたことがわかる O

そして、「例言」の最後に「その他本書中の訳語につきても吏に詮議を

加ふべきもの多し、されど編者は国語普及上本書発表の急、を感じたれば暫

く未定稿のままこれを上梓せり、増補訂正の機会は必ず遠きにあらざるべ

し。Jとある O 上のl:l1妾ヰについても訳語の中の詮議を加えるべきものの

中に含まれていたのかどうか、今のところわからない。

ヨ雑誌『を苦J創刊号(1927)

1927年に出版された雑誌『を苦j創刊号の Iページ自に叫美斗という

動詞が現われているのを見つけた。昭和2年当時にも叶美斗とう語が文語

的ではあるが入13J-許ヰと並んで使用されていたことがわかる貴重な例とい

えよう O

三乏せ堂。1荘霊物o1 :s:.ミヨオ司斗官斗]λ?音寺o1ァ1l:l1美名ス17ト外子歪昔

。ト豆半万年以上o1.:之「朝鮮語という霊物が朝鮮民族の口から発せられ初

めてからどんなに短く見積もっても 5千年以上である」

以仁朝鮮語の入l斗許l斗とl:l1芙斗に関して概観してきた。これだけでは勿

論新定的なことは言えないが、日l畏斗という動詞が現代朝鮮語では特殊な

用法でしかf吏用されないのとは異なり、中期朝鮮語から 17世紀初め頃まで

はかなり広く一般的に使用されていたと言えそうである。

なかでも、 f拐厳経諺解jに現れるo1註モ子三世界斗号斗斗1:l1三土守故世

界起始(かくして世界が起こりはじめるのだが) (4.21) また、 f捷解新語j

に現れる まことにみもにほんくちをけいこしはしめて 3245三斗王日本

官舎斗/-j入l斗を斗 (9.19)そなたにほんくちならいしはしめか スト叶日本

音同詩人l斗主主ロ1(9.21)の慨は重要なものである。

まず最初の例は、漢語の「起始jを日本語と同様前項動詞をy王手笹ヰ「起こ

る」の連用形(第三語基とも呼ばれる)にして後墳動詞叶芙ヰ「始めるJを

続ける複合動詞として翻訳していること。しかも、その後項動認として入l斗

許斗ではなく叶美斗が使用されているということ。
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次の二例も、日本語同様前項動詞として動認の連用形が来ており、しか

もここでは後項動詞として入1斗許ヰがあてられているということである O

こうして見ると、この臼本語と同様の構造を有する形式がありながら、な

ぜこの構造が現代朝鮮語にそのまま継承されずに r~ア1 昔ヰ(~しやすい)J

や r~71 叶司斗(~しがたい)J などの補文構造をとる形式の方へとシフト

してしまったのであろうかという疑問が生じてくるのである O

2 ア1の出現について

一方、名詞形成接辞71はどのような経緯を経て出現してくるのであろうか。

2. 1 李基文 (1979)によると、 p178に「叶昔ーは一叶をもった副動謂を

支配した。剖外じlol司甚法「さとり難い法J(釈譜13.40)。これが-71動

名請を支配するようになったのは、文献上17世紀初のことである。Jとし、

続いてp179に「中世語の動名詞の中で名詩的用法はほとんどーロだけによ

ってみたされた。それほどーロ動名調の活躍は大きかった。ーオはまだ充分

に発達していなかったのである O 従って近代語や現代諾で ア!動名詞がする

役までも、中世語は一口動名詞がしていたのである。J(日本語訳は藤本 f韓
国語の歴史iによる)誌10

2.2 

勝木(1986)は、豊富な用例を駆使して「動詞接続形‘gr は十五世紀に

はごく稀に現れるにすぎなかったが、十六世紀から徐々にその勢力を強め、

ト八世紀に飛躍的に生産性を獲得し現代語に至っている。Jと述べている O

言主10 中期朝鮮語における じ]&1普斗I~ しがたいjの例を f釈諮詳節H月印釈議j からあげておく。

乞食詐1:]外省.Il.(乞食しがたく)(釈諮6.23)

7トオアト1:]o]討醤品](持っていくのが難しいので)(月印1.13)

降伏古]1:]&1 ifI7i云(降伏させがたいので)(月印 21.116)

この形が後代の~7] &1穏cj7]昔1:}に連続していると考えられるのである。

ちなみに次の文は一口動1J~可に&1司斗が後続するものである。

正主法寸苧ゑロ]&1唱1:1斗 GEしい法を教えるのは難しかったので) (釈諮6.21)
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そして、続いて「正確な時期は定かで、はないが十五没紀をさかのぼることさ

ほど遠くない時期に出現したのであろうと推察されるoJ 11とも述べている。

この中で、15世紀の文献で動諦接続形ツ]'のついた例を 8例あげている O

そして「十五世紀に見られる動詞接続形 '7]' の例は多くない。せいぜい上

の到に三・鴎例が加えられる程度であると思われる。Jと述べている。註10こ

の論文で挙げられている例を実際確認してみたところ接続形ツ]'の後に入l

3f司ヰあるいは]::]]芙ヰの続く例は見られなかった。ただ、『杜詩諺解j25.7 

として挙げられている例はテキストの中に確認できなかった。

なお、今回は残念ながら『老乞大諺解jr重刊老乞大諺解j件ト通事諺解j
などに関しては詳しく調査できなかった。しかし、今回の論文とも関連する

内容を含んでいるものなのですぐ調査にとりかかる予定であるO

ちなみに、『老乞大諺解(1670)j r重刊老乞大諺解(1795)平安監営重干IJ本J
にある興味深い例をあげておこう O

『老乞大諺解jの倒

到家裏喫飯罷 ス]"'司斗昔ロ1ァ1支五家に帰って飯を食べ終えて上3

喫了時 ロ17]ぞストモ 食べ終えたら 上位

喫了時 ロ1子吾ァ1ぞ 食べ終えたら 上43

f重刊老乞大諺解jの例

我{門喫完了 ♀司可ァ1支JL 我々が食べ終えて上38

喫完了 Eヰ叶支ヌト芸 食べ終えたら 上39

祢喫完了 叶]e':j<>l支えト吾 お前が食べ終えたら 上41

『老乞大諺解jの倒は、e':jヰ「食べる」の語幹e':j-に名詞形成接辞0]が接

続したものと、可ヰの語幹司司に母音♀が付いた形(第N語基)に名諮形成

接辞ロがついた動名詞形である O また他の倒で、名詞形成接辞ァlの形も現れ

ているO

『重刊老乞大諺解jの例では、名詞形成接辞ァ1が付いた補文構造の形

註11 勝木(1986) P 44参照
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と f重刊老乞大諺解jと同様連用形(第E語碁)が先行する形が現れている

のである O 後者のl2:j~叉オモの形はモヰヰの連用形に妄斗「終える j の活用

形が接続したもので、まさに日本語の「食べ終えるJの構造と同様の形式に

なっているものである。

これらについてはまだ調査が終わっていないので、調査が終わり次第発表

する予定である。

以上の記述をまとめてみると以下のようになるであろう O

朝鮮語の入f3{許斗という動詞自体は勝木(1986)にも指摘されているように、

中期朝鮮語の文献にも見えることは見えるがそれほど多くはなかったようだ

ということ O そして、 17世紀の『捷解新語jや 18世紀の f交隣須知Jなど

には「始める」という意味で入1斗きトヰが使用され、 15世紀に優勢で、 16世

紀にも例の見えるl:l1芙斗がこの文献には一例も現れないこと O

また、『梼厳経諺解jと f捷解新語jに日本語の構造とi可じ、動詞の連用

形十日1芙ヰ，人1斗さトヰの併が現れており、しかも、後項動詞がl:l1美斗から入1

斗持ヰに置き換わっていること O

さらに、名詞形成接辞ァ1は16世紀から徐々にその勢力を強め、 18世紀に

なってから飛躍的に生産的になること O などについて述べてきた。

3.結論

以上のことを朝鮮語だけにしぼって通時的に見ると、ほほ次のような段階

を経て移行したということになろう O

朝鮮語

I段階 II段階 III段階

形容詞斗叶司斗 ァ1~ 苦ヰ，昔t1-，妾斗ァ1 叶現斗，昔ヰ，畏ヰ

動謁 連用形+l:l1芙I二十 連用形+入l斗ぢトヰ 71人14許斗

II段階から III段階への移行の時期を今のところ 18世紀の初めごろを考

131 



北大文学研究科紀要

えているが、さらに詳細な調査が必要である。ではこの「連用形(第E

基) +入14を斗(はじめる)Jの構造が「ァ1+入1斗せヰJの構造へなぜ移行

したのであろうか。

筆者は今のところ、 I~ しがたいJ しやすい」などに対応する「ァ1+λ1

斗斗斗JIプ1+翁ヰJなどの講造への類推による変化とが考えている。そして。

類推作用を起こす要因となったのは、いずれも補文構造を有しているところ

に求められるのではないかと考えている。勿論、補文構造と言っても形容認

に譲続するときは「主格Jの関係にあり、「動詞」に接続するときは「対格」

の関係にあるという違いはある。しかし、互いに「格関係jを持って結合し

ているという点で共通していると見られる O

ただ、この仮説が正しいことを証明するためには、 ，lJ、下の問題を解ー決しな

ければならない。

①中期朝鮮語における補文構造を有する複合動詞に関する調査。

開えば、現代朝鮮諾において、日本語の I~ しつづける J に対認する形式

に対して、「オ!今(継続)J (ず、っと)という副詞を先行させる形式を使用

するが、この形式がいつごろから使用されるようになったのか、また、こ

の形式が使用される以前に、果たして I~ しはじめる j と同様に「連用形(第

菰語基) +動謂jのような構造をとることがなかったかどうかを明らかに

する必要がある。

②日本語の I~ し終える j に対応する朝鮮語の対応についての調査

前述のように、日本語のし終える」に対して補文構造をとる形とし

て、 171英ヰJと「第lV語基十口十対格語尾 芙ヰJの二つの形式が共存

しているが、それと平行して「動詞の連用形÷芙ヰjという複合動語の形

式も現れている。現代朝鮮語ではこれに対応する形式がヰ(すっかり)と

いう副詞を先行させる形式にとって替わられている。とすると、今度は裕

文構造から副詞をとる構造へとどのようにシフトしたのかという新たな問

題が生じるわけで、ある O
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